






















































試料のなかにふくまれている湿分を放逐したのちデシケー ター 内に放置しておいたものを使用した. こ
の操作は粉末のもつ含有湿分の多少によってその殺虫効果がある程度左右されることが長沢(川の報
告によって判明しでし、るから，これによる誤差を可及的1こ小ならしめるためである.
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筆者の実験のように観察時間仁ついて階組わけをおこなっているときは分類誤差の彰響をうけてい







2 3 4 5 6 
経過筒歎 死虫f銀度 累積9殺'0虫. aef::曲~依t 経諸島回1(刻数Eのt対e: 階級豊島z 。
3 
5.0 3.3551 0.000 
4 
2 16.7 4.0339 0.3010 
6 0.1761 
3 33.3 4.5684 0.4771 
14 0.1250 
4 66.7 5.4316 O.E氾21
0.0485 
5 91.7 6.3852 0.6990 
2 0.0792 
6 96.67 6.8344 0.7782 
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ける各階級の反応昆虫の頻度， したがってその総和 Ifはnpに等しくなる. iは正規型仁変換
された時聞にたいする各画数値の階級差であって， 第1-3表においては第6列目に主回帰線に
第 2表 海 南 島 沖 青 泥
1 2 3 4 5 6 ‘a，日放 ~.銀民 累積磁風車 確・車位 経過日放の費量IX "a. 
t t %ロ Probit -+-x 1∞ s
5 
6 1.7 2.8799 16.“7 
7 5.0 3.3551 14.286 
2 
8 10.0 3.7184 12.5∞ 
9 15.0 3.9636 11.111 
10 18.3 4.0960 10.000 
1 21.7 4.2176 9.091 
12 25.0 4.3255 8.333 
13 28.3 4.42印 7.692 
3 0.549 
14 35.0 4.6147 7.143 
2 0.476 
15 43.3 4.8313 6.667 
4 0.417 
16 53.3 5.0828 6.250 
3 0.368 
17 65.0 5.3853 5.882 
4 0.326 
18 76.7 5.7290 5.556 
0.293 
19 85.0 6.0364 5.263 
0.263 
20 88.3 6.1901 5.000 
2 0.238 
21 93.3 6.4985 4.762 
0.217 





















2 1.7 2.8799 1.414 
3 5.0 3.3551 1.732 
4 8.3 3.6148 2.∞o 
5 11.7 3.8099 2.236 
4 0.213 
6 20.0 4.1584 2.449 
13 0.197 
7 48.3 4.9574 2.646 
2 0.182 
8 73.3 5.6219 2.828 
3 0.172 
9 81.7 5.9040 3.000 
2 0.162 
10 90.0 6.2816 3.162 
2 0.155 
1 96.67 6.8344 3.317 
所属する部分だけしめしてある. したがって SHEPPARDの補正をおこなった結果， (1)式はつぎの
よう仁書き変えなければならない.









階差， 第4階差までがしるしてあるから， EVE昭 π の補間公式lこしたがう方が都合がよい. この
実験においては3試料ともに， 切りすてた区間の供試昆虫の個体数が総数の1/3未満であったから
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第 4表 不完全型時間一殺虫率曲線数値計算表
琵琶湖h底准f貨物 海南島沖脅泥 発漢土
log t -~-X1∞ t Yt 一←
t"， 0.535 6.5C 2.720 
2 s 0.125 1.25 0.33 
3 I(fi'l) 0.419714 3.199682 0.941531 
4 N 30 30 30 
5 np 23 21 26 




8 T 0.3010 7.692 2.236 
9 x' -1.97135 0.95436 1ー.48740
10 s宮 0.0156 1.5625 0.1089 
1 S2 0.0005208 0.052083 0.00363 N 
12 E 1.00294 7.55129 1.0115897 
13 G 0.52028 4.23077 0.55762 
14 V(t隅) 0.00052お3 0.39329384 O.∞367207 
15 V(s) 0.0∞27096 0.22035096 0.002024 
16 y"V(t"，) 0.02847 0.62713 0.0ω598 
17 〆V石ア 0.01646 0.-46942 0.04499 














joint action刊に相当する現象である. 何故仁このように実験期間の前， 後半仁よって殺虫能
率がことなってきたかlこついては問題がきわめて複雑であるため， 精しい吟味は後日仁ゆづることにす
る.




















































































A B C 
琵琶湖4底堆積物 海南島沖轡泥 詫藻土
中央致死時間 3.428日 15.385日 7.388 a 
信額限界 (p=0.05) 3.898-3.084日 18.971-12.938日 8.0ω-6.762日
誌藻土に対する相対有効度 2.155 0.480 1 
回帰方程式 Y=S+8.425(t-0.535)Y=5-0.801(t-6.50) Y=5十 3.073(t-2.720)
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